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1. 概要紹介 
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TIAセレクションツール 
シーメンスのオートメーション製品の選定ツール 

シーメンスのオートメーション製品
を包括しているツール 

分かり易い選択ウィザードによる 
作業時間の大幅短縮 

クイックスタートで、漏れの無い 
確実な選定 

他の多くのツールとの連携 

ツールによる選定範囲を柔軟に
選んで作業 

装置だけでなく、プラント全体の 
構成リストを作成可能 
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TIAセレクションツールは、無償で http://www.siemens.com/tst より入手できます。  

本ツールの正確性、完全性などは、弊社では特に責任を負いません。 
必要に応じて、選定結果を弊社パートナー、もしくは弊社までご照会ください。 

http://www.siemens.com/tst
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起動方法 

TIAセレクションツール TIAセレクションツールクラウド プロジェクトファイルの保存先 

Cloud 

クラウドバージョンは日本国内でリリース
しておりません。プロジェクトファイル保存

に未対応のためです。 
2018年9月現在 

zipファイルをダウンロード 
• パソコンにインストールして起動 
• 選定結果(プロジェクトファイル)は 
パソコンに保存 

オンラインで起動 
• ブラウザ上で操作 
• タッチ操作に適したモバイル機器向け 
• 選定結果(プロジェクトファイル)はクラ
ウド上に保存 

• 複数人でのデータ共有が容易 
• 標準価格を表示可能 

パソコンの
HDD 
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https://mall.industry.siemens.com/spicecad/api/CS/thirdParty/tia-selection-tool/download/tia-selection-tool.zip
https://mall.industry.siemens.com/spicecad/api/CS/thirdParty/tia-selection-tool/download/tia-selection-tool.zip
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操作画面 
初心者向け、経験者向けに最適化した2種類を提供 

Portal view – 初心者向け 
• デバイス毎にガイダンスに従った選定と構成 
• タブレット操作に最適 

 
 

 
 

Project view – 頻繁に使用する方向け (経験者) 
• 各種機能をフル活用した選定 
• ネットワーク構成、およびケーブル/コネクタの選定に対応 
• 24VDC消費電流を参照した電源ユニットの選定に対応 
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作業中に何時でも 
切り替え可能 
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直感操作 

起動 

デバイス選択 

構成 

1 

2 

3 
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選定対象製品 
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Controllers SIMATIC S7 PLC SIMATIC S7-1200 / 1500 / 300 / 400 / LOGO! など 

Panels SIMATIC HMI パネル Basicパネル, Comfortパネル, Keyパネル, Mobileパネル など 

Software ソフトウェア STEP 7, WinCC, ランタイムソフトウェアオプション,  
SIMATIC NETソフトウェア など 

Connection system 通信ケーブル/コネクタ 各種Ethernetケーブル / コネクタ, AS-iケーブル, 
各種アクセサリ類 など 

IO systems SIMATIC ET 200 SIMATIC ET 200SP / 200S / 200MP / 200M /  
200iSP / 200pro / 200AL / 200eco PN / 200eco など  

Industrial PCs SIMATIC IPC 各種産業用パソコン, フラットパネル, Thin Client,  
フィールドPG など 

Industrial  
         Communication SIMATIC NET Ethernetスイッチ, ワイヤレスLAN, セキュリティ対策機器 など 

Industrial controls 低電圧機器 各種低電圧機器 

SIMATIC Ident 光学センサ類 RFIDなどの各種光学センサ 

Power supply 電源ユニット 各種24VDC電源、UPS など 

Energy distribution  
      and measurement 電力制御機器 ブレーカ, エネルギー制御機器, エナジーメータ など 

Internet of Things IoT製品 MindSphere, SIMATIC IOT2000 

Condition Monitoring  
                       Systems 予兆保全製品 SIPLUS SMC1200, SMS2000 

Other devices その他製品 登録外の製品 
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（古い注文番号） 

最小限のPLCシステムの電気品の選定を想定した場合、大別して次の3種類の機能があります。 

通常の選定機能 
•選定操作の過程で各種アクセサリまで含めて必要な機器を選定し、注文リストを作成します。 
•負荷電流などの制限を加えて製品を選定することも可能です。 
•作成した構成はSTEP 7にインポートできるため、エンジニアリング工数の削減にも繋がります。 
プラントコンフィグレーション 

•リモートI/Oであれば要求されるI/O点数などを設定することで、必要なモジュールやアクセサリを 
自動選定します。 

マイグレーション 
•S7-300/400からS71500、ET 200SからET 200SP、ET 200MからET 200MPに変換します。 

 
 
 
 
注文リストは、pdf、csv、およびxlsx形式で保存できます。加えて、製品仕様、外形寸法、マニュアル、 
2D/3D図面、証明書などを ダウンロードするウェブサイト「CAx Download manager」にインポートでき、 
即座に製品の詳細を確認できます。 

選定機能 
 PLCシステムの場合 
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製品選定を超える便利機能： 
TIAポータルやECADへのインタフェース 

AutomationML  
IEC 62814 で標準化されたエンジニアリングデータ

のためのデータ交換の標準規格 
 

TIA セレクションツール、TIAポータル、および

ECADシステム(EPLANなど)間で構成データを 
交換できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクトのシームレスな移行により、作業時間を大幅に節約 

TIAポータルとECADシステムでTIAセレクションツールの 
プロジェクトを読み込んで使用できます(ダブルワークの削減) 

ECAD 

AMLファイル 

+ 

各種ツール間のエンジニアリングデータ交換 – AutomationML 

+ 
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製品選定を超える便利機能： 
24VDC消費電流の表示と電源ユニット選定 

正確な24VDC電源選定 
過剰、もしくは出力制限を設けずに 
最適な、効率の良い電源を選定 

適切な24VDC電源に対する推奨品の提示 

構成した電気品が必要とする24VDC消費電流の表示 

視覚的に分かり易く24VDC電源を選定 

+ 

+ 
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SIZERインタフェース 

• SIZERへのインタフェースを介して、モーション

制御に求められるドライブ、モータの選定に移行
可能 
 

• ドライブシステム性能に応じたコントローラ選定 
 

• SIZERで選定したドライブシステムの電気品を
TIAセレクションツールのプロジェクトに統合可能 
 

さまざまな製品範囲の構成 

システム変更にも関わらず統一された構成 

オートメーション製品の枠を超えたドライブシステムの選定 

+ 

+ 
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SIZERは、SINUMERIK、SIMOTION、SINAMICS、 
SIMOTICS製品に特化した選定ツールです。 
SIZERは、 www.siemens.com/sizer から無償で入手頂けます。 

http://www.siemens.com/sizer
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• 各種機能や操作のご理解のため、ビデオを参照頂けます 
（音声は英語です）。 

機能・操作の紹介ビデオ 

TIAセレクションツールから

ビデオ掲載サイトへのリンク
を用意しています。 
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製品ラインナップの紹介 
シーメンス製PLC 
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S7-1200 ： CPUステーションに最大8モジュール追加可能なマイクロPLC 
S7-1500 ： FA領域全体をカバーするアドバンスPLC 
S7-1500T ： S7-1500のモーション機能を強化したCPU (Technology CPU) 
S7-1500S ： S7-1500と同一アーキテクチャのソフトウェアPLC 
ET 200pro CPU ： S7-1500のIP65/67対応モデル 
ET 200SP CPU ： S7-1500と同一アーキテクチャで外観構造がリモートI/OのET 200SP 

アドバンスコントローラ 
SIMATIC S7-1500 
SIMATIC S7-1500T 
SIMATIC ET 200pro CPU 

ソフトウェアコントローラ 
SIMATIC S7-1500S 

シ
ス
テ
ム
性

能
 

アプリケーションの複雑さ 

分散コントローラ 
SIMATIC ET 200SP CPU 

SIMATIC S7-1200 
マイクロコントローラ 

全モデルに安全機能を搭載した 
PLCを取り揃えています。 

S7-1500(T)                     ET 200pro CPU 

ET 200SP CPU 

S7-1200 
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製品ラインナップの紹介 
シーメンス製リモートI/O 
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堅牢性 

制御盤外で使用するリモートI/O 
SIMATIC ET 200AL 
・コンパクトかつ軽量なデジタルブロックI/O 
・限られたスペースや可動部への取付けに適したデザイン 
・デジタル入力/入出力/アナログ入力などをラインナップ 

SIMATIC ET 200eco PN 
・最大16点のデジタルモジュールをはじめとして、 

豊富にラインナップ 
・フレキシブルなバス接続(ライン型, スター型) 

SIMATIC ET 200pro 
・ホットスワップおよび固定配線による高いプラント稼働率 
・各種モジュールによる多機能性(CPU, モータスタータ,  
インバータを通じて簡単な入出力からMOBYシステムまで) 

制御盤内で使用するリモートI/O 
SIMATIC ET 200MP 
・多点、多機能モジュールをラインナップ 
・SIMATIC S7-1500と同サイズ 
・プッシュイン端子台、ネジ端子台の選択可能 

SIMATIC ET 200SP 
・コンパクトで高性能, 使い易さを追求したリモートI/O 
・プッシュイン端子台で工具レス配線 
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製品ラインナップの紹介 
シーメンス製HMIパネル 
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ー 

Basicパネル 2nd 

 

 

Keyパネル 

ベーシック HMI 

PCベース 

産業用向けPC / Thinクライアント 

+ HMI ランタイムソフトウェア 

パネルベース 

Comfortパネル 

Mobileパネル 2nd 

アドバンスド HMI 

TIA Portalによるエンジニアリング 

タ
グ
数

、
デ
ー
タ
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等

 

特殊用途向けHMI 

Outdoorパネル 
(屋外向け) 

INOXパネル 
食品/医薬品業界向け 

PROパネル 
全面IP65対応 

IP67K 
ステンレスパネル 

全面IP65パネル 

西日が当たるような 
条件でも使えるパネル 
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その他の機能 3 

概要紹介 1 

通常の選定機能 2 

Page 16 

2. 通常の選定機能 

通常の選定機能 2 
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2種類の操作画面 
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TIAポータル同様に操作画面は次の2種類があり、作業中はいつでも 
切り替えて使用できます。 

ポータル表示 Portal view （初心者向け） 
• デバイス毎にガイダンスに従った選定と構成 
• タブレット操作に最適 

プロジェクト表示 Project view （経験者向け） 
• 各種機能をフル活用した選定 
• ネットワーク構成、およびケーブル/コネクタの選定に対応 
• 24VDC消費電流を参照した電源ユニットの選定に対応 

表示画面の切り替えは、画面左下から行います。 
 
 
 
 
 
 
以降のページで紹介している操作は、Project viewを使用しています。 

このエリアのクリックで、表示されているviewに切り替わります。  
Project viewと表示されていれば、現在の画面はPortal viewです。 
Portal viewと表示されていれば、現在の画面はProject viewです。 

Portal view 

Project view 
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ここで紹介している選定機能と作業フロー 
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ET 200SPの選択と構成 

ツールの起動 

S7-1500の選択と構成 

24VDC電源ユニットの選定 

ネットワークケーブルの選定 

選定結果をエンジニアリング

ツールにエクスポート 

注文リスト 

各種技術資料の入手 

以降の頁では、次の作業フローに従って、製品選定の方法を紹介しています。 

project.aml 

リモートI/Oステーション 

PLC CPUステーション 

以降の作業はカタログ等を参照しながら選定も行えます。 
本ツールを使用すると簡単に、正確に製品を選べます。 

以降は、製品選定後の作業です。 
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TIAセレクションツール操作 
ET 200SP: デバイスの選択 
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本ツールを起動後、New deviceをクリックし、選定する製品カテゴリを選びます。 
ここでは、SIMATIC ET 200SPを選んでいます。 

この画面表示は、Project viewです。 
 

Group_1配下のNew Deviceをクリックすると、 
Group_1配下に選択したデバイスが作成されます。 
(後からでも変更できます。) 

IO Systems 

SIMATIC ET 200SP 
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TIAセレクションツール操作 
ET 200SP: IOモジュールの選定条件 
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I/Oステーション情報 

選定条件 

デバイス名を設定します(必須) 

一般モジュールのみ 
一般および安全(フェールセール)モジュール 

通常は、上記選択だけ 
気を配ります。 
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TIAセレクションツール操作 
ET 200SP: IOモジュールの構成 
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モジュールの右クリックメニュー 

ドラッグ&ドロップ 
画像データをクリップボード等にコピーできます。 
資料作りに活用できます。 

一旦構成したアクセサリを変更できます。 
ここでは、ET 200SPベースユニット(端子台)
を再選定している画面です。 
 

でモジュールを 
構成していきます。 

Configureタブ 
を選択します。 
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TIAセレクションツール操作 
ET 200SP: IOモジュール比較 
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類似モジュールの仕様比較が行えます。 

インターネット環境に接続していれば、 
モジュールの関連情報サイトを開けます。 
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ET 200SP、ET 200MPモジュールにある 
BA, ST, HS, HFの違い 
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参考 

分類 主な違い 
BA (Basic) ST (Standard) HS (High Speed) HF (High Feature) 

用途 低コスト 通常用途 高性能 高リアクションタイム 
ET 200SP 
I/Oモジュール 
 

診断範囲 基本 断線･短絡検出などモジュール
単位 

断線･短絡検出などチャネル単位 断線･短絡検出などモジュールもしくはチャネル
単位 

特徴 オーバサンプリング※に対応 ハードウェア割込みで専用PLCプログラムを起
動するための信号入力として利用可 

ET 200SP 
通信モジュール 

PROFINET通信 RT RT, IRT RT, IRT RT, IRT 
通信周期 最短1ms 最短1ms 最短125µs 最短250µs 
通信クロック同期 不可 不可 可 可 
モジュール装着数 最大12 最大32 最大30 最大64 
最大アドレス空間 32バイト 512バイト 968バイト 1440バイト 
ホットスワップ 同時1モジュール 同時1モジュール 複数モジュール 複数モジュール 
冗長通信 MRP MRP MRP MRP, MRPD 
シェアードデバイス 不可 2つのIOコントローラまで可 4つのIOコントローラまで可 4つのIOコントローラまで可 
PROFIsafe 非対応 対応 対応 対応 

ET 200MP 
I/Oモジュール 

パラメータ可能な診断 なし アナログI/Oはチャネル毎 最短処理時間 チャネル毎 
特徴 オーバサンプリング※に対応 ハードウェア割込みで専用PLCプログラムを起

動するための信号入力として利用可 
ET 200MP 
通信モジュール 

PROFINET通信 RT RT, IRT － RT, IRT 
通信周期 最短1ms 最短250µs 最短250µs 
通信クロック同期 不可 可 － 可 
モジュール装着数 最大12 最大30 － 最大30 
最大アドレス空間 64バイト 512バイト － 512バイト 
ホットスワップ 不可 不可 － 不可 
冗長通信 MRP MRP － MRP, MRPD 
シェアードデバイス 2つのIOコントローラまで可 2つのIOコントローラまで可 － 4つのIOコントローラまで可 
PROFIsafe 非対応 対応 － 対応 

• BA、ST、HF、HSの違いについて詳しくは、マニュアルを参照くさだい。合わせてhttps://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109476914 も参照ください。 
• I/OモジュールでHS, HFを選択した場合、通信モジュールもそれぞれHSもしくはHF以上を選択ください。 
• ※オーバサンプリングについては、ET 200SPブローシャ(パンフレット)を参照ください。 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109476914
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TIAセレクションツール操作 
ET 200SP: 各種制限値 (選定状態の確認用) 
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24VDC消費電流が表示されます。 

寸法情報 

通信データ情報 

電流情報 

高さ 奥行き 幅 

モジュール数 装着可能な最大モジュール数 
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TIAセレクションツール操作 
ET 200SP: 電位分布 (選定状態の確認用) 
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選定したベースユニット (端子台) による 
内部バスの接続状態を表示します。 

ET 200SPでは、ベースユニット(端子台)の種類により 
電源供給グループを形成します。 

左図の例は、 
• 白色ベースユニットに外部24VDC電源を供給すれば、 
• 灰色ベースユニットは内部バス経由で電源共有される 
ことを意味しています。 
つまり、灰色ベースユニットには外部からの24VDC電源 
供給が不要です。 

なお、電源供給グループ毎に流せる電流は最大10Aです。 

24VDC電源供給 
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TIAセレクションツール操作 
S7-1500: デバイスの選択  
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Controllers 

SIMATIC S7-1500 
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TIAセレクションツール操作 
S7-1500: CPUステーション構成 
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ドラッグ&ドロップでモジュールを 

構成していきます。 

CPUモジュールを選定した際は、メモリカード容量や各種 
オプションライセンスの選定を行うポップアップが表示されます。 

後からでも変更できます。 

3種類のフロントコネクタ(全て棒端子接続) 

35mm幅 
プッシュイン 

25mm幅 
プッシュイン 

35mm幅 
ネジ 

• 25mm幅のI/Oモジュールには 
端子台が付属しています。 

• 35mm幅のI/Oモジュールは 
端子台を別途選定します。 

S7-1500ステーションに装着するI/Oモジュールには2ピース構造のフロントコネクタ(端子台)が必要です。 
フロントコネクタに電線配線を済ませた 
TOP CONNECTも選択できます。 

• 端子台出し 
• バラ線出し 
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SIMATICメモリカード 
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参考 

CPUタイプ ワークメモリ 
ロードメモリ 

プログラム データ 
S7-1200 
S7-1200F 

CPU 1211C 50 KB 1 MB ※ 
CPU 1212C 75 KB 
CPU 1214C 100 KB 

4 MB ※ 
CPU 1214FC 125 KB 
CPU 1215C 125 KB 
CPU 1215FC 150 KB 
CPU 1217C 150 KB 

S7-1500 
S7-1500F 
S7-1500T 
S7-1500TF 

CPU 1511-1 PN 150 KB 1 MB 

メモリカード 

CPU 1511T/F-1 PN 225 KB 
CPU 1513-1 PN 300 KB 1.5 MB CPU 1513F-1 PN 450 KB 
CPU 1515-2 PN 500 KB 3 MB CPU 1515T/F-2 PN 750 KB 
CPU 1516-6 PN/DP 1 MB 5 MB CPU 1516-6T/F PN/DP 1.5 MB 
CPU 1517-3 PN/DP 2 MB 8 MB CPU 1517T/F-3 PN/DP 3 MB 
CPU 1518-4 PN/DP 4 MB 20 MB CPU 1518F-4 PN/DP 6 MB 

ET 200SP CPU 
ET 200SP F-CPU 

CPU 1510-1 PN 100 KB 750 KB CPU 1510F-1 PN 150 KB 
CPU 1512-1 PN 200 KB 1 MB CPU 1512F-1 PN 300 KB 

※ メモリカード追加で拡張できます。 補足 F：Failsafe (安全CPU) 
 T：Technology (モーション制御機能強化CPU) 

容量  
4 MB 

12 MB 
24 MB 

256 MB 
2 GB 

32 GB 

CPUモジュールを選択すると、例えば下図左側のポップアップ画面が開きます。ロードメモリとしてメモリカードを選定しますが、下表のワークメモリ以上 
の容量を選択します。ロギングデータ、Webユーザ画面、PDF資料などをメモリカードに格納する場合は、これら容量分も考慮します。 
S7-1200のロードメモリはCPUモジュールに内蔵されているため、メモリカードは必須ではありません。 
 

このメモリカードは専用品です。 
 



Unrestricted © Siemens K.K. 2019 

先ほどのページでは、S7-1500ステーションにCPUモジュールだけを構成していますが、実際にはIOモジュールや通信 
モジュールなども構成できます。このようなケースでは、S7-1500ステーションに電源モジュールの装着も効果的です。 

消費電力 (発熱量) 

ローカルバスの電源 
セグメント単位の消費電力 

消費電流 消費電流 (通常時) 消費電流 (ピーク時) 

PM電源モジュールはS7-1500ステーションの最左端に装着します(下表)。 
PM電源⇔CPUモジュール間は電線で24Vを接続するため、別置き24V 
電源ユニットを使用し、CPUモジュールに24Vを供給しても構いません。 

PM 70W 
120/230V AC 

PM 190W 
120/230V AC 

入力電圧 120V (85~132V) 
230V (170~264V) 

出力電流 定格 3A 8A 
短時間過負荷 12A @70ms 35A @70ms 

モジュール構成後にLimitsタブを開くと、消費電流などが確認できます。 
この容量を超える場合は、 

この場合は、2.2AなのでPS電源不要です。 

⇒ 超えた場合は、S7-1500の液晶パネルに 
次のようなメッセージが表示されます。 

S7-1500ステーション用 
24VDC電源モジュール 
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参考 

• PM電源 ：汎用電源 
  AC120/230V入力、24VDC出力端子からジャンパ線接続 
  でCPUモジュールに接続。 
  外部設置のDC24V電源から供給することも可能です。 

• PS電源 ：システム電源 
  DC24V, DC24/48/60V, AC/DC120/230V入力から選択、 
  バス電源補給用。CPUモジュールからのバス電源供給が 
  不足する場合に最大2台追加できます。 

ジャンパ線
0.5~2.5mm2 

PS電源を追加する必要があります。 
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TIAセレクションツール操作 
24VDC電源ユニットの選定 (1 of 3: 電位グループの作成) 

Page 30 

ドラッグ&ドロップ操作で 
■を繋ぎ合わせます。 

続いて、New power supply 
をクリックします。 

電源ユニットのアイコンが表示されるので、 
この■もドラッグ&ドロップ操作で接続します。 

次ページに続く… 
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TIAセレクションツール操作 
24VDC電源ユニットの選定 (2 of 3: デバイス毎の消費電流確認) 

Page 31 

S7-1500選択時 ET 200SP選択時 

CPU: 1.9A 

制御電源: 0.3A 

I/Oのセンサおよび負荷電源: 2.6A 
注意)  ここで表示される消費電流は、小数点以下2桁以内に丸め込んでいます。 

実際に計算に使われるのは、丸め込みの無い値です。 
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全デバイスに  が付けば、電源ユニットの選定完了です。 

TIAセレクションツール操作 
24VDC電源ユニットの選定 (3 of 3: 電源ユニットの選定) 

Page 32 

電源ユニットを選択後、Editをクリックします。 

マージンを計算に加えることができます。 

同時に電源消費される比率です。通常は100%にします。 
電源ユニットの入力電圧仕様を選択します。 

冗長化電源ユニットを使用する場合は、Yesを選択します。 

左記条件設定後、表示されているものの中
から電源ユニットの中から選択します。 
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SITOP compact LOGO!Power  SITOP lite SITOP smart SITOP modular 

使用温度範囲 -20~70℃ -20~70℃ 0~60℃ -25~70℃ 
(出力20A, 40Aは0~70℃) 

-25~70℃ 

入力電圧範囲 (単相) 85~264VAC 
110~300VDC 

85~264VAC 
110~300VDC 

120V/230VAC手動切替え 
(90~132, 187~264VAC) 

120V~230VAC自動切替え 
(85~132, 170~264VAC) 

120V~230VAC自動切替え 
(85~132, 170~264VAC) 

24VDC出力範囲 0.6, 1.3, 2.5, 3.7, 4A 0.6, 1.3, 2.5, 4A 2.5, 5, 10, 20A 2.5, 5, 10, 20A 5, 10, 40A 
寸法 WxHxD 22.5~52.5 x 80 x 100mm 18~72 x 90 x 52mm 32.5~110 x 125 x 120mm 32.5~115 x 125 x 120~150mm 45~145 x 125~145 x 125~150mm 

入力電圧範囲 (三相) － － － 400~500VAC 
(340~550VAC) 

400~500VAC 
(320~575VAC) 

24VDC出力範囲 － － － 5, 10, 20, 40A 20, 40A 
寸法 WxHxD － － － 50~150 x 125~145x120~150mm 70~150 x 125 x 125~150mm 

隣接取付けスペース 不要 不要 不要 不要 不要 
上下取付けスペース 50mm 20mm 50mm 50mm 50mm (出力40Aは40mm) 
取得規格 CE 

UL/cUL 
ATEX 
DNV GL 
ABS 
など 

CE 
UL/cUL 
ATEX 
DNV GL 
ABS 
BV 
LRS など 

CE 
UL/cUL 
CB 
など 

CE 
UL/cUL 
ATEX 
CB 
DNV GL 
BV 
など 

CE 
UL/cUL 
ATEX 
CB 
DNV GL 
ABS 
など 

出力並列接続の台数※ 2台 (0.6A, 3.7Aは並列不可) 2台まで (0.6Aは並列不可) 2台 2台 2台 

シーメンス製24VDC電源ユニットラインナップ 
(代表例) 

Page 33 

上表以外に、冗長化電源やネットワーク対応電源などがあります。 
※並列接続要件は各製品のマニュアルを参照のこと 

参考 
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ポップアップ画面が開きます。 
not assignedをクリックし、 
S7-1500を選択します。 

TIAセレクションツール操作 
ネットワークケーブルの選定 

Page 34 

ドラッグ&ドロップ操作で 
■を繋ぎ合わせます。 

ドラッグ&ドロップ操作で 
■を繋ぎ合わせます。 

デバイス間を接続するケーブル仕様、長さを選択します。 

コネクタ組ケーブルを選択する場合は、 
✔を入れたままにします。 

左側デバイスの 
コネクタ仕様を選択します。 

右側デバイスの 
コネクタ仕様を選択します。 
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シーメンス製ネットワークケーブルの種類 
(代表例) 
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参考 

タイプ PNタイプ 
注文番号 備考 A B C 

IE TP cord RJ45/RJ45, 4x2, 0.5m 6XV1870-3Q□□0 ケーブルにモールドされたRJ45コネクタを使用 

IE TP XP cord RJ45/RJ45, 4x2 6XV1870-3R□□0 ケーブルにモールドされたRJ45コネクタを使用 
(クロスケーブル) 

IE Connecting Cable IE FC RJ45-180/IE FC RJ45-180 ○ 6XV1871-5B□□0 FC (Fast Connect) タイプのRJ45コネクタを使用 

IE Connecting Cable M12-180/IE FC RJ45-145 (2.0m) ○ 6XV1871-5T□□0 一端はFCタイプの145度RJ45コネクタ、 
他端はM12コネクタを使用 

IE Connecting Cable M12-180/M12-180 (0.3m) ○ 6XV1870-8A□□0 両端にM12コネクタを使用 

コネクタ組ケーブルの例です。 

PNタイプ タイプA タイプB タイプC 
ケーブル設置 固定部, 

設置後の屈曲なし 
フレキシブルで 
時折屈曲や振動 

特殊用途 
(例: 柔軟性, 常時屈曲・振動・
ねじれ) 

導線径, 断面積 AWG 22/1 
≧0.610mm 

AWG 22/7 
≧0.318mm2 

AWG 22/.. 
≧0.318mm2 

外皮直径 5.5~8.0mm アプリケーション特有 
電線直径 1.4±0.2mm アプリケーション特有 
電線識別(色) 白, 黄, 青, 橙 

ペア1: 白(RXD+), 青(RXD-) 
ペア2: 黄(TXD+), 橙(TXD-) 

芯数 4本 
ケーブルデザイン 2ペア, もしくは1 star quad 
シールド処理 アルミフォイル + 網線 
転送性能, 参照規格 ISO/IEC 11801 Edition 2.0, 

IEC 61156-1, IEC 61156-5 
(minimum Category 5) 

ISO/IEC 11801 Edition 2.0, 
IEC 61156-1, IEC 61156-6 
(minimum Category 5) 

環境条件, 引っ張り性能 50N 
環境条件, クラッシュテスト 3000N アプリケーション特有 

参考) 2ペアのPROFINETケーブルタイプの仕様 (一部抜粋) 
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シーメンス製ネットワークケーブルの種類 
(代表例) 
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参考 

コネクタとケーブルをそれぞれ別々に手配する例です。 

コネクタ タイプ 注文番号 備考 
IE FC RJ45 Plug 180 2X2 6GK1 901-1BB10-2AA0 1個入り 
IE FC RJ45 Plug 180 2X2, RJ45 plug connector (10 pcs.) 6GK1 901-1BB10-2AB0 10個入り 
IE FC RJ45 Plug 180 2X2, RJ45 plug connector (50 pcs.) 6GK1 901-1BB10-2AE0 50個入り 
IE FC RJ45 Plug 90 2X2 6GK1 901-1BB20-2AA0 1個入り 
IE FC RJ45 Plug 90 2X2, RJ45 plug connector (10 pcs.) 6GK1 901-1BB20-2AB0 10個入り 
IE FC RJ45 Plug 90 2X2, RJ45 plug connector (50 pcs.) 6GK1 901-1BB20-2AE0 50個入り 
IE FC RJ45 Plug 145 2X2 6GK1 901-1BB30-0AA0 1個入り 
IE FC RJ45 Plug 145 2X2 (10 pcs.) 6GK1 901-1BB30-0AB0 10個入り 
IE FC RJ45 Plug 145 2X2 (50 pcs.) 6GK1 901-1BB30-0AE0 50個入り 

ケーブル外皮を剥く専用工具もあります（6GK1901-1GA00）。 

• ケーブルの最小注文数は20 (20m) です。 
• 左記以外にも各種仕様のケーブルを取り揃えて
います。 

ケーブル タイプ PNタイプ 
注文番号 備考 A B C 

IE FC TP Standard Cable GP 2 x 2 ○ 6XV1840-2AH10 TP 標準ケーブル 一般用途 2x2 
IE FC TP trailing cable 2 x 2 ○ 6XV1840-3AH10 TP 耐屈曲ケーブル 2x2, 曲げ回数400万回 
IE FC TP flexible cable GP 2 x 2 ○ 6XV1870-2B TP フレキシブルケーブル 一般用途 2x2 
IE FC TP training cable GP 2 x 2 ○ 6XV1870-2D TP 耐屈曲ケーブル 一般用途 2x2, 曲げ回数300万回 
IE FC TP marine cable 2 x 2 ○ 6XV1840-4AH10 TP マリンケーブル 一般用途 2x2 
IE FC TP food cable 2 x 2 ○ 6XV1871-2L TP 食品産業用ケーブル 
IE FC TP festoon cable GP 2 x 2 ○ 6XV1871-2S TP 吊り下げ用ケーブル 一般用途 12x2, 曲げ回数500万回 
IE TP torsion cable 2 x 2 ○ 6XV1870-2F TP 耐ねじれケーブル 2x2 
IE FC TP FRNC cable GP 2 x 2 ○ 6XV1871-2F TP 難燃性, 非腐食性ケーブル 一般用途 2x2 
IE FC TP standard cable GP 4x2 (AWG 24) 6XV1878-2A TP 標準ケーブル 2ペア*4本 (8芯) 一般用途, Cat6 
IE FC TP flexible cable GP 4x2 (AWG 24) 6XV1878-2B TP フレキシブルケーブル 2ペア*4本 (8芯) 一般用途, Cat6 
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TIAポータル側の読み込み操作 

TIAセレクションツール操作 
選定結果をエンジニアリングツールにエクスポート 

Page 37 

S7-1500 (コントローラ) 上の右クリックメニューから 
TIA Portal or ECAD systemsを選択します。 

Exportをクリックし、保存先フォルダを指定すると、 
ファイル名project.amlにて選定結果が保存されます。 

Tools  Import Cax dataメニューから読み込みます。 

本ツールで選定したデバイスをエンジニアリングツールに読み込ませることができます（電気品選定の重複作業の削減）。 
 Networks画面から 

 ･･･から (Portal viewの場合)  メニューツリーから 
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CAxマネージャにデータ転送します。 
(各種技術資料の入手, 詳細次頁) 

TIAセレクションツール操作 
注文リスト 
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PDF、CSV、もしくはExcelファイルに
出力します。 

表示および出力するデバイスを選択します。 

型式毎、デバイス毎に 
グループ分けして表示します。 

Order list 
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TIAセレクションツール操作 
各種技術資料の入手 (1 of 4: 製品と技術資料の選択) 

Page 39 

Webブラウザが起動します。 
SIOS (Siemens Industry Online Support) 
にログインします。 

Okをクリック後、技術資料が必要な 
製品にチェックを入れます。 

その後、Continueをクリックします。 

必要な技術資料にチェックを入れます。 

次頁に続く… 

注文リストの画面下部に表示されているDocumentationをクリックします。 
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TIAセレクションツール操作 
各種技術資料の入手 (2 of 4: オプション選択) 

Page 40 

資料の言語、およびCertificate (証明書) を選択 
した場合は、必要な証明書の種類を選択します。 

To Cax download managerをクリックします。 

技術資料を作成するまでの間、暫く待ちます。 
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TIAセレクションツール操作 
各種技術資料の入手 (3 of 4: 技術資料のダウンロード) 

Page 41 

暫くしダウンロード準備が出来ると、シーメンスからメールが届きます。 
このメール内のリンクをクリックすると、先ほどのCAx download 
managerが再び開き、技術資料のダウンロードが行えます。 

このリンクからファイルをダウンロードします。 

このリンクをクリックすると 
ブラウザが開きます。 
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TIAセレクションツール操作 
各種技術資料の入手 (4 of 4: 技術資料の確認) 

Page 42 

選択した技術資料のダウンロード結果が示されています。 
上記例の場合、Certificates (証明書) がダウンロードされなかった事を示しています。 
(証明書は製品毎ではなく、製品シリーズとして1枚にまとめられている事があるのも理由の1つです。) 
 
この場合、右図に示すアイコン   をクリックし、該当製品に関する証明書を確認します。 

ダウンロードしたファイルはzip圧縮されているため、解凍します。 
解凍後のフォルダ構造は例えば、次のようになります。 
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メッセージ 

Page 43 

デバイスを選定し各種構成していく中で、構成状態をアイコンにより表示しています。 
構成状態によってはメッセージ表示があり、どのような状態なのかを記しています。 

以降のページにて、ET 200SP、S7-1500を 
例にとり、メッセージの一部を紹介しています。 

Message (4) 

正常 
 
メッセージ参照 
 
構成未完 

4 Messages 
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メッセージ 
ET 200SPの例 (1 of 4) 

Page 44 

合計の電流値に対する取り付け位置と温度(デバイス特性)を考慮してください。 
詳細 ：許容最大電流は、取り付け位置と最大温度(ディレーティング)によって異なります。 これら条件を確認してください。 

 ディレーティング条件については、デバイスのマニュアルを参照してください。 
推奨処置 ：出力モジュールの合計電流値を確認してください。 モジュールの合計電流を変更するには、モジュールをダブルクリックしてpropertiesを開きます。 

水平取り付け (動作温度0~60℃) 

垂直取り付け (動作温度0~50℃) 

ディレーティング特性 
例 ：DQ 4x24VDC/2A ST 

(6ES7132-6BD20-0BA0) 

垂直取り付け 

水平取り付け 

動作周囲温度[℃] 

負
荷
電
流

[A
] 

次のURLからET 200SP各モジュールのマニュアル集をダウンロードできます。 
https://support.industry.siemens.com/cs/jp/ja/view/84133942/en 

モジュール上でダブルクリックすると 
Propertiesが開きます。 
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ステータス情報用に予約されるバイト数は考慮していません。 
詳細 ：ET200SPステーションでは通信モジュール(IM) が各スロットのステータス情報を管理するようにSTEP 7で設定できます。 これにより、 

 装着可能なモジュール数が減少します。TIAセレクションツールは、このオプションが無効であると想定しているため、ステータス情報を 
 有効にしたとき、実際より多くのモジュール装着を許可している可能性があります。 

推奨処置 ：何もする必要はありません。 

メッセージ 
ET 200SPの例 (2 of 4) 

Page 45 

L+端子への電源電圧供給、I/Oモジュール装着有無、更に電圧フィードバックモニタ (負荷電圧範囲モニタ) 
をPLCプログラムから確認できます。このステータス情報はサーバーモジュールのプロパティで有効にでき、
この場合、I/Oモジュール用に割り当て可能な最大アドレスバイト数が減少します。 

使用する 
通信モジュール 

最大装着可能な 
I/Oモジュール数 

最大アドレス 
バイト数 

ステータス情報取得で占有するバイト数 
負荷電源供給, I/Oモジュール 

装着有無のチェック 
負荷電圧範囲 
モニタ ※ 

IM 155-6 PN BA 12 32 2 4 
IM 155-6 PN ST 32 512 4 8 
IM 155-6 PN HS 30 968 4 8 
IM 155-6 PN HF 64 1440 8 16 
※ 負荷電圧範囲をモニタするには、HFタイプの出力モジュールが必要です。 
 0~6V, 6~12V, 12V以上の判別が可能です。 

STEP 7による 
サーバーモジュールのプロパティ 
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メッセージ 
ET 200SPの例 (3 of 4) 

Page 46 

電源モジュール(PS)が構成されていません。 
詳細 ：DC24V負荷電源モジュールは、 CPU、通信モジュール、IOモジュールなどSIMATIC ET 200SPモジュールに電源供給します。 

 あるいは、外部にSITOP電源を使用することもできます。 
推奨処置 ：負荷電源モジュール(PS)を構成するか、24V DC consumer view画面でET 200SP IOシステムを電源モジュールに接続してください。 

上記の「負荷電源モジュール(PS)」とは、ET 200SPと同寸法の電源モジュールです。5Aと10A出力品があります。 
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メッセージ 
ET 200SPの例 (4 of 4) 

Page 47 

取り付け位置、負荷および周囲温度に関連するアナログ出力モジュールのディレーティングに注意してください。詳細は、デバイスのマニュアルを参照してください。 
詳細 ：取り付け位置、負荷および周囲温度によって、アナログ出力モジュールの全てのチャネルが使用できる訳ではありません。 

 詳細情報とディレーティングカーブは、資料「Product Information on the ET 200SP Distributed I/O Device 」に記載されています。 
推奨処置 ：全てのチャネルを使用する場合は、ディレーティングに注意してください。 

動作周囲温度[℃] 

負
荷
抵
抗
[Ω
] ディレーティング特性 

例 ： AQ 4xU/I ST 
(6ES7135-6HD00-0BA1) 

動作周囲温度[℃] 
負
荷
抵
抗
[Ω
] 

アナログI/Oモジュールの中でAQ 4xU/I STに関しては、負荷および周囲温度によって同時に全てのチャネルを使用できませんので、ご注意ください。 

垂直取り付け 水平取り付け 
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メッセージ 
S7-1500の例 (1 of 1) 
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モジュール毎に異なるユーザーデータサイズ 
詳細 ：Limitsタブのaddress space (inputs/outputs)の計算が不正確です。モジュール毎のI/Oデータサイズは、モジュールのコンフィグレーション 

 によって変わる可能性があります。 構成できる最大数は可変です。 それぞれのCPUやモジュールのTechnical specifications (技術仕様) 
 の「Address space」欄、もしくはTIAポータルでハードウェアを構成する際に、追加情報を確認できます。 

TIAポータルでハードウェアを構成する際、S7-1500ステーション、ネットワーク接続の 
リモートI/Oステーションに関わらず、同一型式でも必要なアドレス空間が異なる場合が

あります。この理由は、プロセスデータ(I/Oデータ)の他に、モジュールから付帯情報を

得る設定をした場合です。 

CPUタイプにより異なりますが、構成できる総I/Oモジュール数は1,024~16,384、I/O 
アドレス空間は入出力それぞれ32KB、ネットワーク毎に8~16KBあります。これら数字

は一般的に十分余裕がある値のため、付帯情報の追加によって影響を受けることは

稀です。 

TIAポータルの 
ハードウェア構成画面 

同一型式のI/Oモジュールなのに、 
入力アドレス空間が異なる例です。 

例えば、このチェックボックスのように、モジュールから
付帯情報を得ようとするとアドレス空間を多く消費します。 
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その他の機能 3 

概要紹介 1 

通常の選定機能 2 
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3. その他の機能 

その他の機能 3 



Unrestricted © Siemens K.K. 2019 

ライブラリ 
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構成したデバイスをライブラリに登録でき、以降の選定の際、このデバイスを再利用できます。 
画面上部のLibraryアイコンをクリックします。 (もしくはView  Libraryメニューを選択します。) 

構成したデバイスをドラッグ&ドロップ、 
もしくは右クリックメニューからInsert in libraryを 
選択するとLibraryエリアにデバイスを登録できます。 

画面右端にLibraryエリアが表示されます。 

Library登録したデバイスを 
・Networks画面の作業エリアに 
・もしくは画面左側のナビゲーションエリアに 
ドラッグ&ドロップすれば、構成済みデバイスを再利用できます。 

ドラッグ&ドロップ 
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スケッチ 
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構成したデバイスを制御盤などに収めたときのイメージ図をスケッチできます。 

構成したデバイスを 
ドラッグ&ドロップ 

Planning sketches 

例えば、下図のようにスケッチすれば、 
制御盤内に配置したときのイメージを 
確認できます。 



Unrestricted © Siemens K.K. 2019 

プラントコンフィグレーション 
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必要なI/O点数からアクセサリを含めて製品構成を作ります。 
例えば、次のような構成図とI/O点数から、必要な電気品を選定します。 

このフローに従って条件を設定すると、 
必要な電気品が選定されます。 
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STEP 7バージョン5.xからハードウェアコンフィグレーションをエクスポートし、 
TIAセレクションツールに読み込ませることができます。 

マイグレーション 
4. マイグレーション 
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Export 
Import 
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オプション設定 
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TIAセレクションツール起動の度に最新バージョンが 
リリースされていないか確認しています(ディフォルト設定)。 

メニューツリーOptionsから本ツール共通の設定を行えます。 
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シーメンス株式会社  
 
E-mail: sales_ad.skk@siemens.com  
http: //www.siemens.com/jp/ad/  
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記載内容が実際と異なる場合があります。本書に記載された情報は、一般的な説明、またはパフォーマンス特性であり、 
実際とは異なる場合があります。また、今後の製品開発の過程で変更される場合があります。 
締結された契約内で明示的に同意する場合を除き、要求されるパフォーマンス特性には拘束力がありません。 

製品名などには、いずれもSiemens AG、その関連会社、またはサードパーティの商標やその他の権利が含まれている場合があります。 
これらを無許可で使用すると、それぞれの所有者の権利を侵害する恐れがあります。 
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